
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．さいたま車掌区において７月の勤務発表時に年休の前日に示された勤務の退勤時刻

が遅く、その日に退勤出来ない組合員から「通勤の帰宅のバスに間に合わない」と管

理者に相談すると「職場に泊まれば良い」「変番は出来ない」という管理者の発言から

も、３６協定締結時の労使の議論経過が職場に浸透していない事が明らかであるため、

改めて職場管理者への指導を徹底すること。 

２．運輸職場において、勤務指定表がシステム上において閲覧が可能になった事を契機

に職場に備置されず、個人が勤務指定表の閲覧を求めても各職場で取扱いが違う事

は正当な組合活動に支障をきたすこととなるため、通達に基づき運用すること。 

３．大宮駅において２月に発生した、「駅列車見張り員（ホーム）を配置せずホーム上の

除雪作業をおこなった事象」について内容を明らかにし、同事象を発生させないため

の対策を講じ、指導を徹底すること。 

４．「現業機関における柔軟な働き方の実現について」の施策実施以降、職務手当の未

支給が発生していることから全職場で調査を行い、未支給分の追給を行うこと。また支

給条件を明確にすること。 

 

 

OMIYA NEWS 
No.０１２ 202３年 7月 2８日 JR東労組大宮地本 

ＪＲ東労組大宮地本は、２０２３年７月８日「さいたま市文化センター」において第２４回定期大会を開催

し、職場活動を基軸とした東労組運動の成果と課題を明確にし、新たな運動方針を参加者全員で確認しま

した。大会の中では、２３春闘から夏季手当のたたかいにおいて、組合員のみならず未加入者からもコロナ

禍と赤字を理由に生涯賃金が大きく減少し、未だ終わりの見えない物価上昇とモードチェンジと称した労

働強化に対し不安や不満、怒りの声が多く出ている実態が職場から発言されました。豊田運輸区における

人間破壊とも言える強制転勤を見てわかるように、社員の心身を破壊してまでも要員不足の補充のため

に、異動発令を強行する姿勢は許されるものではありません。営業職場や設備職場では、若手の離職によ

り作業ダイヤをうめることや今ある業務を遂行するだけでも苦労しており、安全や技術継承を十分に出来

る環境が失われつつあります。このような職場実態からも、鉄道事業における安全哲学の再構築と技術・

技能継承が大きな課題といえます。 

宇都宮運輸区における長期にわたる懲罰的日勤教育とパワーハラスメント・恫喝により、組合員が医療

保護入院にまで追い込まれ、日常生活さえもままならない状況となっています。会社は乗務員が起因とな

るミスに対して「凡事徹底・基本動作」を追求していますが、ヒューマンファクターの観点から「何故基本動

作が出来なかったのか」を徹底して原因究明し、対策を講じなくてはなりません。車両メンテナンス部門に

おいても、緊急事態宣言が発出されていますが、何故そのような事象が発生しているのか原因究明されて

いません 

厳しい経営環境と要員需給の中でも各種施策に向き合い、職場で奮闘している組合員・社員の努力を

受け止めると共に「安全・健康・ゆとり」を実感できる職場の実現に向けて、下記の通り申し入れを行いま

す今後、組合員の声を基に団体交渉を行います。 

大地申 

第 1 号 

「 Ｊ Ｒ 東 労 組 大 宮 地 本 第 2 ４ 回 定 期 大 会 」 

の 発 言 に 基 づ く 申 し 入 れ を 提 出 ！ 
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